
諏訪市有貿千鹿頭神社ののぼり旗

璽狭衰泡紅∴塞

学芸員によって確認された守矢真幸揮ごうの最古ののぼり旗＝4日、諏訪市有賀公民館

77代真幸（1；……妄）「最古」と確認

守矢真幸

（茅野市神長官守

矢史料館提供）

神
長
官
守
矢
家
当
主
が
揮
毒

諏
訪
市
有
賀
の
千
鹿
頭
神
社
堆

の
の
ぼ
り
旗
に
あ
る
神
社
名

を
、
諏
訪
大
社
上
社
の
神
長
官

を
務
め
た
守
矢
家
（
茅
野
市
高
′

部
）
当
主
が
揮
毒
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
書
い
た
の
は

㍗
代
守
矢
真
幸
（
1
8
8
3
～

1
9
6
5
年
）
。
守
矢
家
に
詳
し

い
茅
野
市
神
長
官
守
矢
史
料
館

に
よ
る
と
、
確
認
で
き
る
真
幸

揮
竜
の
の
ぼ
り
旗
で
は
最
も
古

い
。
　
　
　
（
今
井
則
幸
）

制
作
し
た
の
は
1
9
3
7
（
昭

和
は
）
年
4
月
8
日
。
明
治
維
新

に
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て
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入
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史
料
館
に
よ
る
と
、
真
幸
揮
竜

の
の
ぼ
り
旗
は
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ま
で
に
茅
野

市
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富
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茅
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館
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芸
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柳
川
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司
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哲
は
「
旧
神
長
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ブ
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ド

カ
を
知
る
上
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も
貴
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史
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な
る
」
と
評
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同
神
社
氏
子
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代
の
小
泉
克
英
会
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）
は
「
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査
に
よ
っ
て
立
派
な
も
の
と
は
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き
り
し
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。
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、
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存
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検
討
し
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。
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神
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御
柱
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立
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ら
れ
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し
て
1
8
8
3
（
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治
1
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年
誕
生
。
諏
訪
郡
立
実
科
中
学
校
（
現
諏
訪
清
陵

高
校
）
、
国
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
県
内
各
地
の
中

学
、
高
校
へ
赴
任
。
1
9
2
6
（
大
正
1
5
）
年
教

員
を
辞
め
官
幣
大
社
諏
訪
神
社
（
現
諏
訪
大
社
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に
奉
職
し
同
年
辞
職
。
2
8
（
昭
和
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）
年
同
神
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に
復
職
し
4
6
（
2
1
）
年
か
ら
約
7
年
間
宮
司
を
務

め
た
。
6
5
（
4
0
）
年
死
去
。
現
在
の
守
矢
家
当
主

は
閥
代
目
。


